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は

じ

め

に

本
稿
は
、
電
子
情
報
の
開
示
（
こ
れ
を
、
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
と
す
る
。）
に
お
け
る
費
用
分
担
の
問
題
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
け
る
相
手
方
の
情
報
入
手
に
つ
い
て
は
、
情
報
を
開
示
す
る
側

(

応
答
当
事
者)

が
負
担
す
る
も

の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
日
の
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
は
、
書
面
よ
り
も
電
子
情
報
を
保
存
し
、
保
管
し
た
デ
ー
タ
や
文
書
の
開
示

を
求
め
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
電
子
情
報
の
開
示
に
は
、
相
当
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
費
用
は
、
特
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
か
ら
の
情
報
取
り
出
し
や
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
蓄
え
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
複
製
（
ミ
ラ
ー

イ
メ
ー
ジ
）
の
入
手
、
さ
ら
に
は
廃
棄
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
復
元
な
ど
の
費
用
も
含
む
。

こ
れ
ら
を
応
答
当
事
者
あ
る
い
は
要
求
当
事
者
の
い
ず
れ
が
負
担
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
裁
判
所
は
、
ど
の
よ
う
に
費
用
転
嫁
の

適
切
な
価
格
を
決
定
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
の
費
用
の
か
か
る
電
子
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
急
増
は
、
地
方
裁

判
所
判
事
や
治
安
判
事
に
対
し
て
こ
の
問
題
に
対
す
る
一
定
の
基
準
の
作
成
を
余
儀
な
く
し
た
。
ま
ず
、
彼
ら
は
要
求
当
事
者
に
費

用
の
一
部
を
割
り
当
て
る
た
め
に
、
次
々
に
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六
�
の
下
で
決
定
権
を
行
使
し
始
め
た
。

(

�)

下
級
裁
判
所
で
は
、

問
題
を
分
析
す
る
た
め
の
い
く
つ
か
の

｢

分
析
枠
組
み｣

を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
大
き
く
四
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち

(

１)
M

cP
e
e

k

対

A
sh

cro
ft

事
件
で

(

�)

公
表
さ
れ
た
「
限
界
効
用
テ
ス
ト｣

、(

２)
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（
１
）Z

u
b

u
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テ
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ト

（
２
）Z

u
b

u
lak

e
III

で
示
さ
れ
た
具
体
的
費
用
分
担

お
わ
り
に



R
o

w
e

E
n

tm
’t,

In
c.

対

W
illiam

M
o

rris
A

g
e

n
cy

,
In

c.

事
件
で

(

�)

の

｢
R

o
w

e

テ
ス
ト｣

、(

３)

本
稿
で
紹
介
す
る

｢
Z

u
b

u
lak

e

テ

ス
ト｣
、

(
�)

そ
し
て

(

４)

二
〇
〇
六
年
電
子
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
改
正
条
項
が
加
わ
っ
た
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
、
お
よ
び
連
邦
民
事

訴
訟
規
則
二
六
�
�
に
対
す
る
諮
問
委
員
会
記
録
で
概
説
さ
れ
た
七
つ
の
要
因
の
費
用
転
嫁
に
対
す
る
適
用
で
あ
る
。

今
回
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
重
要
判
決
と
し
て
、Z

u
b

u
lak

e

Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
判
決
を
中
心
に
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
け
る
開
示

費
用
の
転
嫁
の
問
題
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
そ
の
た
め
、
第
一
章
で
は
、Z

u
b

u
lak

e

事
件
の
本
案
と
証
拠
開
示
の
問
題
に
つ
い
て
、

第
二
章
で
は
、Z

u
b

u
lak

e

判
決
前
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
け
る
費
用
分
担
に
つ
い
て
、
第
三
章
で
は
、Z

u
b

u
lak

e
I

お
よ
びIII

で
述
べ
ら
れ
た
七
要
因
テ
ス
ト
に
つ
い
て
分
析
し
、

(

�)

む
す
び
と
す
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
の
考
察
の
範
囲
は
、
訴
訟
当
事
者
間
の
費

用
転
嫁
に
限
定
す
る
。
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第
一
章

Z
u

b
u

lak
e

事
件
の
本
案
と
証
拠
開
示
に
つ
い
て

(

１)
本
案
事
件
事
実

Ｕ
Ｂ
Ｓ
と
年
間
約
六
五
万
ド
ル
で
契
約
し
た
株
式
ト
レ
ー
ダ
ー
の

Z
u

b
u

lak
e

は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
男
女
差
別
を
お
こ
な
い
、
彼
女
を

昇
進
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
女
の
一
連
の
ク
レ
ー
ム
申
立
て
に
対
し
て
報
復
が
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
Ｕ
Ｂ
Ｓ
を
提

訴
し
た
。
本
案
事
件
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー(

d
isco

v
e

ry

、
証
拠
開
示
）
が
始
ま
り
、Z

u
b

u
lak

e

は
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
対
し
て
、
自
己
に
関

す
る
「
電
子
的
ま
た
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
」
を
含
む
「
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
従
業
員
間
の
、
ま
た
は
従
業
員
に
よ
る
、
原
告
に

関
す
る
す
べ
て
の
通
信
文
書
」
の
開
示
を
要
求
し
た
。
と
く
に
、Z

u
b

u
lak

e

は
自
己
の
主
張
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
社
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
上
に
保
管
さ
れ
て
い
る
証
拠
の
提
出
を
求
め
、
五
人
の
Ｕ
Ｂ
Ｓ
社
員
と
彼
女
と
の
間
で
や
り
取
り
さ
れ
た
電

子
メ
ー
ル
の
提
出
を
求
め
た
。
そ
の
五
人
と
は
、M

atth
e

w
C

h
ap

in

（Z
u

b
u

lak
e

の
直
属
の
上
司
で
、
主
に
差
別
を
し
た
人
物
で

あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る)

、Je
re

m
y

H
ard

isty
(

C
h

ap
in

の
上
司
で
、Z

u
b

u
lak

e

が
も
と
も
とC

h
ap

in

の
つ
い
て
の
不
満
を
言
っ

た
人
物)

、R
o

se
T

o
n

g

（Z
u

b
u

lak
e

に
関
す
る
問
題
を
処
理
す
る
た
め
に
配
属
さ
れ
て
い
た
人
間
関
係
担
当
者)

、V
in

ay
D

atta

(

同
僚)

、
そ
し
て

A
n

d
re

w
C

lark
e

（
別
の
同
僚
）
で
あ
る
。
こ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
上
に
保
管
さ
れ
た
証
拠
は
、
デ
ー
タ
検
索
を
介

し
て
の
み
ア
ク
セ
ス
可
能
な
も
の
で
、
そ
の
検
索
に
は
莫
大
な
費
用
と
時
間
が
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
電
子

メ
ー
ル
を
含
む
約
三
五
〇
頁
分
の
文
書
を
提
出
し
た
が
、Z

u
b

u
lak

e
は
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
は
未
提
出
の
電
子
メ
ー
ル
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
原
告
自
身
が
約
四
五
〇
頁
分
の
電
子
メ
ー
ル
を
提
出
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
よ
っ

て
他
に
も
多
く
の
電
子
メ
ー
ル
が
削
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で

Z
u

b
u

lak
e

は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
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プ
の
検
索
を
求
め
た
が
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
、
こ
れ
ら
の
電
子
メ
ー
ル
を
複
元
す
る
に
は
、
弁
護
士
費
用
を
除
い
て
も
、
約
一
七
万
五
〇
〇

〇
ド
ル
を
要
す
る
と
主
張
し
、
自
ら
検
索
を
行
わ
ず
、
む
し
ろ
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
、Z

u
b

u
lak

e

に
そ
の
費
用
負
担
を
求
め
た
。

こ
の
争
点
に
つ
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
合
衆
国
地
方
裁
判
所
は
、
削
除
さ
れ
た
電
子
メ
ー
ル
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー

プ
に
含
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
電
子
メ
ー
ル
の
破
棄
規
定
に
詳
し
い
担
当
会
社
の

C
h

risto
p

h
e

r

B
e

h
n

y

に
デ
ポ
ジ
シ
ョ
ン(

d
e

p
o

sitio
n

、
宣
誓
供
述
書)

を
行
う
こ
と
を
認
め
た
。B

e
h

n
y

は
、
①
電
子
メ
ー
ル
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
テ
ー
プ
上
と
光
デ
ィ
ス
ク
上
に
二
つ
の
異
な
る
方
法
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
従
業
員
に
よ
っ
て
送
受
信
し
た
す
べ
て
の

電
子
メ
ー
ル
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
に
自
動
的
に
格
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
②
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
関
連
す
る
期
間
中
に
同
じ
方
法
で
電
子

メ
ー
ル
を
、
二
〇
日
間
、
一
年
間
、
三
年
間
と
分
け
て
保
存
し
、
該
当
期
間
の
経
過
後
に
テ
ー
プ
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
の
復
元
に
約
五
日
間
を
要
す
る
と
し
、
③Z

u
b

u
lak

e

の
要
求
に
応
じ
る
電
子
メ
ー
ル
フ
ァ
イ
ル

は
合
計
九
四
本
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
に
含
ま
れ
て
い
る
、
と
供
述
し
た
。

Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
、
一
九
九
八
年
半
ば
か
ら
光
デ
ィ
ス
ク
を
利
用
し
て
お
り
、Z

u
b

u
lak

e

の
雇
用
期
間
中
の
社
内
電
子
メ
ー
ル
を
除
く
、

登
録
取
引
業
者
と
の
送
受
信
メ
ー
ル
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。Z

u
b

u
lak

e

の
要
求
に
対
し
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
最
初
の
電
子
メ
ー
ル
の
提
出

に
は
同
意
し
た
が
、
そ
の
他
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
内
の
電
子
メ
ー
ル
ま
で
を
提
出
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
と
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
で
提
示
さ
れ
た
問
題
は
、
ど
ち
ら
の
当
事
者
が
、
こ
れ
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
を
復

元
し
、
ま
た
提
出
す
る
際
に
生
じ
た
費
用
の
支
払
を
す
べ
き
か
で
あ
っ
た
。
デ
ー
タ
復
元
の
た
め
の
費
用
転
嫁
分
析
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
基
準
を
得
る
た
め
に
、
ま
ず
裁
判
所
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
九
四
本
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
の
う
ち
の
五
本
か
ら
電
子
メ
ー
ル
を
復
元

し
て
提
出
す
る
こ
と
を
命
令
し
た

(

�)

。
裁
判
所
は
さ
ら
に
「
そ
の
検
索
結
果
だ
け
で
な
く
、
費
や
し
た
時
間
と
費
用
の
結
果
に
つ
い
て
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も
詳
述
し
た
宣
誓
供
述
書
を
準
備
す
る
」
こ
と
を
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
命
じ
た
。

(

�)

Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
、
デ
ー
タ
復
元
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
外
部
ベ
ン
ダ
ー
で
あ
る

P
in

k
e

rto
n

C
o

n
su

ltin
g

&
In

v
e

stig
atio

n
s

を
雇
用

し
、P

in
k

e
rto

n

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
の
復
元
を
実
現
し
、
合
計
八
、
三
四
四
通
の
電
子
メ
ー
ル
を
引
き
出
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
数
は
幾
分
か
重
複
分
も
含
ま
れ
て
い
た
。

(

�)

次
に

P
in

k
e

rto
n

は
、
電
子
メ
ー
ル
の
テ
キ
ス
ト
ま
た
は
そ

の
ヘ
ッ
ダ
ー
情
報
の
い
ず
れ
か
一
方
に
、
例
え
ば
「
件
名
」
な
ど
に
お
い
て

“
L

au
ra”

や

“
Z

u
b

u
lak

e
”

ま
た
は

“
L

Z
”

と
い
う
用

語
が
含
ま
れ
て
い
る
電
子
メ
ー
ル
の
検
索
を
実
行
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
、
五
四
一
通
の
電
子
メ
ー
ル
が
得
ら
れ
た
。
最
終
的
に
、

重
複
を
排
除
す
る
と
一
、
〇
七
五
通
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
約
六
〇
〇
通
の
メ
ー
ル
が

Z
u

b
u

lak
e

の
文
書
提
出
要
求
に

応
え
る
も
の
だ
と
判
断
し
、
提
出
し
た
。

P
in

k
e

rto
n

は
、
そ
の
復
元
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
時
給
二
四
五
ド
ル
で
三
一
・
五
時
間
分
、
検
索
ス
ク
リ
プ
ト
の
開
発
、
改
良
そ

し
て
実
行
の
た
め
に
時
給
二
四
五
ド
ル
で
六
時
間
分
、
そ
し
て
一
時
間
当
た
り
一
八
・
五
〇
ド
ル
の
料
金
でP

in
k

e
rto

n

の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
の
使
用
に
つ
い
て
「
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
ベ
ン
チ
利
用｣

(
C

P
U

b
e

n
ch

u
tilizatio

n)

と
し
て
一
〇
一
・
五
時
間
分
を
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に

請
求
し
た
。P

in
k

e
rto

n

は
ま
た
、
四
五
九
・
三
八
ド
ル
の
五
％
を
「
管
理
間
接
費
」
と
し
て
含
め
た
。
し
た
が
っ
て
復
元
と
検
索

に
要
し
た
総
コ
ス
ト
は
一
万
一
、
五
二
四
・
六
三
ド
ル
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
以
下
の
費
用
を
負
担
し
た
。
文
書
の
再
調
査
の
た
め
の
弁
護
士
費
用
に
四
、
六
三
三
ド
ル
（
時
間
当

た
り
四
一
〇
ド
ル
で
、
一
一
・
三
時
間)

、
文
書
作
成
に
関
す
る
作
業
に
つ
い
て
の
パ
ラ
リ
ー
ガ
ル
費
用
に
二
、
八
四
五
・
八
ド
ル

（
時
間
当
た
り
一
七
〇
ド
ル
で
一
六
・
七
四
時
間
）
で
あ
る
。
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
ま
た
、
コ
ピ
ー
費
用
に
四
三
二
・
六
〇
ド
ル
を
支
払
っ
た
。

五
本
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
か
ら
の
復
元
と
提
出
の
合
計
費
用
は
一
万
九
、
〇
〇
三
・
四
三
ド
ル
だ
っ
た
。
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
、
追
加
的
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な
提
出
用
の
五
本
の
テ
ー
プ
を
復
元
し
、
そ
れ
ら
の
テ
ー
プ
か
ら
の
応
答
文
書
を
提
出
す
る
際
に
発
生
す
る
コ
ス
ト
が
約
二
七
万
三
、

六
四
九
・
三
九
ド
ル
に
な
る
と
推
定
さ
れ
る
と
し
、
そ
の
費
用
を

Z
u

b
u

lak
e

に
転
嫁
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
た
。
結
局
、
総
額
は
、

テ
ー
プ
を
復
元
し
、
検
索
す
る
た
め
の
一
六
万
五
、
九
五
四
・
六
七
ド
ル
と
、
弁
護
士
及
び
パ
ラ
リ
ー
ガ
ル
の
再
調
査
費
用
の
一
〇

万
七
、
六
九
四
・
七
二
ド
ル
を
含
む
も
の
と
な
っ
た
。

(

２)

争
点

し
た
が
っ
て
、
本
件
で
は
、
ま
ず
①
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
電
子
デ
ー
タ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
許
可
さ
れ
る
べ
き
か
、
②
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
電
子
メ
ー

ル
の
破
棄
規
定
と
関
連
す
る
デ
ー
タ
復
元
費
用
に
つ
い
て
原
告
へ
の
費
用
転
嫁
を
考
慮
す
べ
き
か
、
が
争
点
と
な
っ
た
。

(

３)

判
示

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
合
衆
国
地
方
裁
判
所
の

S
h

ira
S

ch
e

in
d

lin

裁
判
官
は
、
ま
ず
①
の
争
点
に
つ
い
て
、
連
邦
民
事
訴

訟
法
規
則
三
四
条
に
基
づ
い
て
、
当
事
者
は
、
書
か
れ
た
も
の
、
描
か
れ
た
も
の
、
グ
ラ
フ
、
チ
ャ
ー
ト
、
写
真
ま
た
は
デ
ー
タ
を

編
集
し
た
そ
の
他
の
も
の
を
含
む
様
々
な
種
類
の
資
料
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
紙
べ
ー
ス
の
記
録

よ
り
も
電
子
資
料
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
電
子
デ
ー
タ
の
編
集
物
に
も
同
規
則
三
四
条
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
た
。

そ
の
上
で
裁
判
所
は
、
本
件
に
お
い
て

Z
u

b
u

lak
e

に
は
、
要
求
し
た
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
す
る
権
利
が
あ
り
、
電
子
メ
ー
ル

が
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
従
業
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
質
的
な
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
間
違
い
な
く
本
件
に
関
連
性
が
あ

る
と
言
え
る
と
し
た
。
し
か
し
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
す
で
に
一
〇
〇
頁
分
の
電
子
メ
ー
ル
を
提
出
し
て
い
る
た
め
、Z

u
b

u
lak

e

に
は
さ
ら
な
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る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
行
う
権
利
が
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
同
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
を

復
元
せ
ず
、
電
子
メ
ー
ル
の
す
べ
て
を
閲
覽
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び

Z
u

b
u

lak
e

自
身
が
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
な

か
っ
た
電
子
メ
ー
ル
を
含
む
関
連
す
る
電
子
メ
ー
ル
を
提
出
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
主
張
を
斥
け
た
。

つ
ぎ
に
争
点
②
に
つ
い
て
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
同
裁
判
所
に
、
電
子
デ
ー
タ
の
検
索
に
か
か
る
「
過
度
の
負
担
や
費
用
か
ら
自
分
た
ち
を

保
護
す
る
」
た
め
に
提
出
費
用
を

Z
u

b
u

lak
e

に
転
嫁
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
こ
れ
ま
で
裁
判
所
は
、R

o
w

e

事
件
で
示
さ
れ
た

「
八
要
因
テ
ス
ト
」
や
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六
条
�
�
の
「
均
整
テ
ス
ト
」
を
参
照
し
、
費
用
転
嫁
分
析
に
利
用
し
て
き
た
。
合

衆
国
最
高
裁
が
と
く
に
、
電
子
デ
ー
タ
へ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
応
答
当
事
者
が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
に
応
じ
る
費
用
を

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
推
定
す
る

(

�)

、
と
し
て
お
り
、
同
裁
判
所
も
こ
れ
に
従
う
と
し
た
。
他
方
で
、
同
裁
判
所
は
、
費
用
転

嫁
を
頻
繁
に
行
う
と
、
差
別
関
連
訴
訟
等
で
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
効
果
を
鈍
ら
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
、
費
用
転
嫁
は
、
Ｅ
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
が
応
答
当
事
者
に
対
し
「
過
度
の
負
担
や
費
用
」
を
課
し
た
場
合
に
の
み
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

本
件
で
裁
判
所
は
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
電
子
メ
ー
ル
の
フ
ァ
イ
ル
を
、
①
使
用
中
の
ユ
ー
ザ
ー
の
電
子
メ
ー
ル
の
フ
ァ
イ
ル
、
②
光
デ
ィ
ス

ク
、
お
よ
び
③
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
保
存
テ
ー
プ
に
保
持
し
て
お
り
、
①
と
②
に
関
し
て
は
電
子
メ
ー
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易

で
あ
り
、
費
用
転
嫁
を
考
慮
す
る
の
に
適
切
で
は
な
い
と
判
断
し
、
安
価
か
つ
迅
速
に

Z
u

b
u

lak
e

の
要
求
に
応
じ
る
た
め
に
、
提

出
に
か
か
る
費
用
を
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
③
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
に
格
納
さ
れ
て
い
る
電
子

メ
ー
ル
は
、
全
く
別
の
問
題
で
あ
り
、
応
答
す
る
電
子
メ
ー
ル
に
つ
い
て
テ
ー
プ
を
検
索
す
る
た
め
に
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
費
用
と
時
間

の
負
担
が
か
か
る
た
め
、
こ
の
点
に
つ
き
原
告
に
費
用
転
嫁
を
考
慮
す
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
と
し
た
。

費
用
転
嫁
に
つ
い
て
は
、R

o
w

e

決
定
が
な
さ
れ
て
以
来
、R

o
w

e

の
「
八
要
因
テ
ス
ト
」
が
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
費
用
問
題
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を
解
決
す
る
た
め
の
黄
金
律
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
裁
判
所
は
、
応
答
当
事
者
が
費
用
負
担
す
る
と
い
う
推
定
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
費
用
転
嫁
に
関
す
る
分
析
が
中
立
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
こ
の
点
に
つ
い
てR

o
w

e

の
「
八
要
因
テ
ス
ト
」

に
修
正
を
加
え
た
上
で
、
適
切
な
費
用
転
嫁
分
析
と
し
て
新
た
な
指
針
を
設
定
し
た
。
そ
れ
が
、Z

u
b

u
lak

e

「
新
七
要
因
テ
ス
ト
」

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
費
用
転
嫁
に
つ
い
て
以
下
の
七
つ
の
点
を
考
慮
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

①

(

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー)

要
求
で
具
体
的
な
関
連
情
報
を
発
見
す
る
た
め
の
範
囲
、

②
他
の
情
報
源
か
ら
の
そ
の
よ
う
な
情
報
の
入
手
可
能
性
、

③
係
争
額
と
比
較
し
た
提
出
に
要
す
る
総
費
用
、

④
各
当
事
者
に
利
用
可
能
な
情
報
源
と
比
較
し
た
提
出
に
要
す
る
総
費
用
、

⑤
管
理
費
用
と
そ
れ
を
行
う
動
機
に
つ
い
て
の
各
当
事
者
の
相
対
的
な
能
力
、

⑥
訴
訟
上
の
争
点
の
重
要
性
、
そ
し
て

⑦
情
報
を
得
る
当
事
者
の
相
対
的
な
利
益
、

で
あ
る
。

こ
の
七
つ
の
要
因
テ
ス
ト
の
う
ち
、
①
と
②
は
最
低
限
の
有
用
性
テ
ス
ト
を
包
含
し
、
③
か
ら
⑥
ま
で
は
費
用
面
に
つ
い
て
規
定

し
、
⑦
は
要
求
し
た
当
事
者
に
利
益
を
も
た
ら
す
の
で
最
も
重
要
な
要
因
で
あ
る
、
と
同
裁
判
所
は
述
べ
た

(

�)

。

同
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
電
子
デ
ー
タ
へ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
範
囲
と
費
用
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
紛
争
を
決
定
す
る
に
は
、
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次
の
三
つ
の
段
階
の
分
析
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
第
一
に
、
使
用
中
お
よ
び
保
存
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

に
関
す
る
通
常
の
規
則
が
適
用
さ
れ
る
た
め
応
答
当
事
者
が
応
答
す
る
デ
ー
タ
を
提
出
す
る
た
め
の
費
用
を
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
の
よ
う
に
、
電
子
デ
ー
タ
が
相
対
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
場
合
に
の
み
、
費
用
転
嫁
を
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
費
用
転
嫁
分
析
は
か
な
り
事
実
関
係
を
考
慮
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
ア
ク
セ
ス
不
可
能
な
電
子
媒
体

に
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
そ
の
際
に
、
要
求
さ
れ
た
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
テ
ー
プ
か
ら
サ
ン
プ
ル
と
な
る
応
答
文
書
を
復
元
し
、
提
出
す
る
こ
と
を
応
答
当
事
者
に
要
求
す
る
こ
と
は
賢
明
な
提
案
で
あ
る
、

と
し
た
。
最
後
に
、
費
用
転
嫁
分
析
を
行
う
に
は
、
上
記
の
「
新
七
要
因
テ
ス
ト
」
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
、
と
し
た
。

以
上
か
ら
、
本
件
で
は
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
自
ら
の
費
用
で
、
光
デ
ィ
ス
ク
と
使
用
中
の
サ
ー
バ
ー
上
に
存
在
す
る
全
て
の
応
答
の
電
子
メ
ー

ル
を
提
出
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、Z

u
b

u
lak

e

に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
五
本
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
か
ら
応
答
の
電
子
メ
ー
ル
を

提
出
す
る
こ
と
も
命
じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
同
裁
判
所
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
の
中
の
電
子
メ
ー
ル
の
検
索
と
同
様
に
、

費
や
し
た
時
間
と
費
用
の
結
果
を
詳
述
し
た
デ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
の
内
容
を
検

討
し
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
認
証
を
得
た
後
に
裁
判
所
は
追
っ
て
適
切
な
費
用
転
嫁
分
析
を
行
う
と
し
た
。

(

�)

し
か
し
な
が
ら
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
現
在
、
既
に
復
元
し
た
五
本
の
テ
ー
プ
を
含
む
、
応
答
デ
ー
タ
が
入
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
、
七
七
本

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

(

�)

宣
誓
供
述
書
に
よ
る
と
、Z

u
b

u
lak

e

は
二
〇
〇
一
年
の
五
月
、
六
月
、
七
月
、
八
月
、
九
月
に
存
在
し
た

M
atth

e
w

C
h

ap
in

の
電

子
メ
ー
ル
に
対
応
し
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
を
選
択
し
た
。
そ
の
期
間
は
、Z

u
b

u
lak

e

が
最
初
に
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
に
差
別
の
告
訴
を
し
た

時
（
二
〇
〇
一
年
八
月
）
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
彼
女
の
解
雇
の
前
ま
で
（
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
の
最
初
の
週
）
の
期
間
が
含
ま
れ
て
い
る
。
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(

�)

そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
は
、
そ
の
月
に
お
け
る

C
h

ap
in

の
サ
ー
バ
ー
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
で
あ
っ
た
の
で
、

一
ヶ
月
以
上
の
間
サ
ー
バ
ー
に
あ
っ
た
電
子
メ
ー
ル
は
、
一
つ
以
上
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
上
に
現
れ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
一
年
一

月
に
受
け
取
り
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
に
削
除
さ
れ
た
電
子
メ
ー
ル
は
五
本
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
す
べ
て
か
ら
復
元
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
っ
た
。
重
複
を
排
除
し
た
状
態
で
、
復
元
さ
れ
た
唯
一
の
電
子
メ
ー
ル
の
総
数
は
六
、
二
〇
三
通
で
あ
っ
た
。

(

�)
O

p
p

e
n

h
e

im
e

r
F

u
n

d
v
.

S
an

d
e

rs,
4

3
7

U
.S

.
3

4
0
(

U
.S

.
1

9
7

8)
.

(

�)
S

ee
Z

u
b

u
lak

e
,

su
p

ra
n

o
te

4
.

第
二
章

Z
u

b
u

lak
e

判
決
前
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
け
る
費
用
分
担
に
つ
い
て

(

１)
M

cP
e

e
k

対A
sh

cro
ft

事
件
で
示
さ
れ
た
「
限
界
効
用
テ
ス
ト｣

（M
arg

in
al

U
tility

T
e

st

）

M
cP

e
e

k

対

A
sh

cro
ft

事
件
で
、
司
法
省(

D
e

p
artm

e
n

t
o

f
Ju

stice)

の
従
業
員
で
あ
る

S
te

v
e

n
M

cP
e

e
k

は
、
司
法
省
が
彼

と
の
以
前
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
和
解
内
容
の
秘
匿
を
守
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
こ
と
に
ク
レ
ー
ム
を

つ
け
た
こ
と
に
対
し
報
復
し
た
と
主
張
し
た
。
彼
は
、
テ
ー
プ
上
に
保
存
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
そ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー

プ
を
司
法
省
に
検
索
さ
せ
る
請
求
を
起
こ
し
た
。

M
cP

e
e

k

は
、
彼
の
上
司
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
文
書
作
成
や
電
子
メ
ー
ル
の
た
め
に
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
立
証
し
た
も
の
の
、

特
に
関
連
性
が
あ
り
、
ま
た
復
元
で
き
そ
う
な
削
除
さ
れ
た
電
子
メ
ー
ル
が
存
在
す
る
と
い
う
証
拠
を
提
示
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

Jo
h

n
F

accio
la

治
安
裁
判
官
は
、
す
べ
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
を
復
元
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
が
、
被
告
が
復
元
に
対
し
て

必
要
な
費
用
を
支
払
う
べ
き
で
あ
る
と
のIn

re
B

ran
d

N
am

e
P

re
scrip

tio
n

D
ru

g
s
(

�)

事
件
か
ら
の
推
定
を
却
下
し
、「
限
界
効
用
」
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の
経
済
理
論
か
ら
の
類
推
に
よ
っ
て
、
よ
り
公
平
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
入
れ
た
。
つ
ま
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
が
要
求
や
抗
弁

に
関
連
す
る
情
報
を
含
む
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
政
府
機
関
が
自
ら
の
費
用
で
検
索
す
る
こ
と
は
よ
り
公
平
で
あ
る
と
す
る
も
の

で
あ
る
。F

accio
la

裁
判
官
は
、
限
界
効
用
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
被
告
に
「
不
当
な
負
担
」
を
負
わ
せ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
用
い
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
司
法
省
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
を
一
年
間
分
復
元
す
る
こ
と
、
お
よ
び
さ
ら
に

検
索
が
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か
の
決
定
に
役
立
て
る
た
め
に
そ
の
復
元
費
用
に
つ
い
て
詳
述
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
た
。
そ
の
後
、

他
の
裁
判
所
もM

cP
e
e

k
の
こ
の
限
界
効
用
分
析
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
追
随
し
た
。

(

�)

し
か
し
な
が
ら
、F

accio
la

裁
判
官
の
決
定
は
、
限
界
効
用
テ
ス
ト
の
利
点
と
欠
点
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
テ
ス
ト
で

は
当
事
者
の
情
報
資
源
に
つ
い
て
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
関
連
す
る
デ
ー
タ
を
明
ら
か
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
の
問

題
に
経
済
学
の
考
慮
を
従
属
さ
せ
て
い
る
と
の
批
判
が
あ
っ
た
。

(

�)

つ
ま
り
、
裁
判
所
は
、
例
え
ば
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
費
用
は
潜
在

的
な
損
害
と
原
告
の
要
求
の
特
異
性
を
比
べ
て
分
析
す
る
な
ど
、
広
範
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
削
減
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
限
界

効
用
テ
ス
ト
を
適
用
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
当
事
者
の
情
報
資
源
と
経
済
的
費
用
を
考
慮
し
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ

が
具
体
化
し
よ
う
と
す
る
限
界
効
用
の
経
済
概
念
と
は
異
な
る
。
こ
の
テ
ス
ト
で
は
わ
ず
か
の
価
値
し
か
な
い
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を

阻
む
の
に
は
有
効
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
効
果
的
な
費
用
転
嫁
テ
ス
ト
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
限
界
効
用
理
論
は
、
買
い
手
と
売

り
手
が
効
果
の
到
達
点
で
価
格
に
達
す
る
こ
と
を
予
測
し
て
お
り
、
各
当
事
者
は
、
お
金
や
製
品
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
効
用
を
取

得
し
て
い
る
と
主
観
的
に
信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
限
界
効
用
が
前
提
と
す
る
よ
う
な
自

発
的
な
取
引
で
は
な
く
、
被
告
は
、
通
常
、
価
値
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
。
そ
う
す
る
と
限
界
効
用
理
論
の
前
提
と
矛
盾
し
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
一
方
の
当
事
者
の
費
用
負
担
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
客
観
的
な
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
を
取
得
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
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が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
限
界
効
用
テ
ス
ト
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
デ
ー
タ
を
提
出
す
る
際
に
、
特
定
の
当
事
者
の
コ
ス
ト
を
制

御
す
る
機
能
や
応
答
者
へ
の
相
対
的
利
益
に
焦
点
を
当
て
て
い
な
い
。

(

�)
こ
う
し
た
限
界
効
用
テ
ス
ト
の
「
限
界
」
は
、R

o
w

e

事
件
で

Jam
e

s
F

ran
cis

治
安
裁
判
官
が
、
そ
し
て

Z
u

b
u

lak
e

事
件
で

S
h

ira
S

ch
e

in
d

lin

裁
判
官
が
、
限
界
効
用
に
つ
い
て
言
及
し
た
際
に
、
つ
ま
り
重
要
な
情
報
を
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
す
る
際
に
、
そ

れ
ら
の
テ
ス
ト
に
関
連
す
る
要
因
に
つ
い
て
付
加
的
な
要
因
を
考
え
、
そ
れ
を
補
う
必
要
が
あ
っ
た
。

(

２)
R

o
w

e

テ
ス
ト

(
R

o
w

e
E

n
te

rtain
m

e
n

t,
In

c.

対W
illiam

M
o

rris
A

g
e

n
cy

,
In

c.

事
件
の
事
実
と
そ
こ
で
の
決
定
概
要
）

費
用
転
嫁
に
対
す
る

｢

限
界
効
用
テ
ス
ト｣

は
、R

o
w

e
E

n
te

rtain
m

e
n

t,
In

c.

対

W
illiam

M
o

rris
A

g
e

n
cy

,
In

c.

事
件
に
お

い
て
変
更
さ
れ
た
。R

o
w

e

事
件
の
事
実
と
裁
判
所
の
判
断
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

原
告
は
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
コ
ン
サ
ー
ト
興
行
主
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
が
、
被
告
の
予
約
代
理
店
や
興
行
主
が
差
別
と
反

競
争
的
な
仕
方
で
、
白
人
の
バ
ン
ド
と
の
イ
ベ
ン
ト
を
進
め
る
た
め
に
市
場
か
ら
原
告
ら
を
締
め
出
し
た
と
主
張
し
た
。
原
告
の
最

初
の
文
書
提
出
要
求
に
お
い
て
、
原
告
は
三
五
通
の
文
書
の
提
出
を
求
め
た
。
要
求
さ
れ
た
文
書
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
興
行
主
の
選
択

や
コ
ン
サ
ー
ト
を
進
め
る
た
め
の
入
札
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
全
て
の
文
書
及
び
市
場
シ
ェ
ア
や
市
場
の
状

態
に
関
す
る
全
て
の
文
書
を
含
ん
で
い
た
。
四
人
の
被
告
は
、
電
子
メ
ー
ル
に
関
し
て
保
護
命
令
を
求
め
、
応
答
に
応
じ
て
電
子
メ
ー

ル
を
提
出
す
る
負
担
と
費
用
が
、
は
る
か
に
予
想
さ
れ
る
利
益
を
上
回
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
四
人
の
被
告
各
々
は
、
異
な
る
事

業
に
従
事
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
電
子
メ
ー
ル
の
保
存
と
復
元
と
提
出
の
方
法
に
関
し
て
は
、
推
定
コ
ス
ト
が
数
十
万
ド
ル
か
ら
数

百
万
ド
ル
に
な
る
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
被
告
は
、
原
告
の
要
求
を
拒
否
す
る
か
、
費
用
を
負
担
す
る
命
令
を
出
す
よ
う
裁
判
所
に
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求
め
た
。
裁
判
所
は
当
初
、
費
用
割
り
当
て
の
た
め
の
明
確
な
ラ
イ
ン
を
引
く
こ
と
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
そ
の
代
わ
り
に
、
バ
ラ

ン
ス
テ
ス
ト
を
適
用
し
た
。
裁
判
所
は
、
い
く
つ
か
の
要
因
を
分
析
し
た
上
で
、
一
つ
だ
け
除
い
て
、
全
て
に
つ
い
て
原
告
ら
が
費

用
を
支
払
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
被
告
の
立
場
を
支
持
す
る
と
結
論
づ
け
た
。
原
告
に
負
担
さ
せ
な
い
唯
一
の
考
慮
事
項
は
、
電
子

メ
ー
ル
が
他
の
情
報
源
か
ら
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
他
方
で
は
、
費
用
を
転
嫁
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
要
因

と
し
て
は
以
下
を
示
し
た
。
つ
ま
り
、

①
提
出
の
費
用
を
増
加
さ
せ
る
よ
う
な
要
求
の
誇
大
性

(

広
範
性)

、

②
関
連
す
る
情
報
を
復
元
す
る
た
め
の
穏
当
な
見
込
み
、

③
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
か
ら
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
事
業
目
的
の
欠
如
、

④
テ
ー
プ
を
復
元
す
る
際
の
被
告
の
利
益
の
欠
如
、

⑤
テ
ー
プ
を
復
元
す
る
実
質
的
な
費
用
、
お
よ
び

⑥
初
期
サ
ン
プ
リ
ン
グ
で
得
た
情
報
を
基
に
し
た
、
追
加
的
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
制
限
す
る
原
告
の
能
力
、

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
要
素
の
す
べ
て
を
考
慮
し
て
、
裁
判
所
は
被
告
の
申
立
て
を
認
め
、
原
告
が
電
子
メ
ー
ル
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
得
る

た
め
の
費
用
を
支
払
う
こ
と
を
命
じ
た
。
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(

３)

連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六
�
�
の
均
整

(
P

ro
p

o
rtio

n
ality)

テ
ス
ト

①
一
九
八
三
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
改
正
連
邦
民
事
訴
訟
規
則

一
九
八
三
年
に
、
批
評
家
が

｢

リ
ベ
ラ
ル
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
自
由
で
容
易
な
日
々
か
ら
の
抜
本
的
な
出
発｣

と
し
て
象
徴
的

に
特
徴
づ
け
た
文
言
が
ル
ー
ル
二
六
�
�
�

(

�)

に
加
え
ら
れ
た
。
付
加
え
ら
れ
た
文
言
は
、｢

均
整
テ
ス
ト｣

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

も
し
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が

｢

不
当
に
負
担
を
か
け
た
り
高
額｣

で
あ
る
場
合
を
含
め
、
特
定
の
条
件
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
デ
ィ
ス

カ
バ
リ
ー
は

｢

限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る｣

と
い
う
こ
と
を
方
向
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
制
限
は
、
例
え
ば
、
当
事
者
に
強

要
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
用
い
る
、
な
ど
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
重
大
な
濫
用
を
妨
げ
る
こ
と
を
意
図
し
た
。

一
九
九
三
年
と
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
施
行
手
続
規
則
委
員
会
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
支
配
す
る
手
続
的
規
則
に
対
す
る
同
様
の

動
機
を
持
つ
改
正
を
追
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
計
画
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
当
事
者
間
の
強
制
的
協
議

と
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
可
能
な
も
の
を
以
下
の
二
つ
の
分
類
に
分
け
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。
一
つ
は
、
そ
れ
が
当
事
者
の
請
求
ま
た

は
抗
弁
に
関
連
性
を
有
し
て
い
る
な
ら
ば
、
制
限
さ
れ
ず
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、

｢

訴
訟
に
含
ま
れ
る
主
要
な
問
題
点｣

へ
の
関
連
性
に
つ
い
て

｢

正
当
事
由｣

を
示
す
こ
と
で
の
み
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
可
能
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

②
二
〇
〇
六
年
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
改
正

二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
日
に
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
い
く
つ
か
の
改
正
は
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
お
よ
び
議
会
に
よ
っ
て
承
認

さ
れ
た
後
に
施
行
さ
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
の
規
則
改
正
の
背
後
に
あ
る
主
な
要
因
の
一
つ
は
、
電
子
的
証
拠
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
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直
接
対
処
す
る
た
め
の
規
則
の
必
要
性
で
あ
っ
た
。
規
則
の
中
で
改
正
さ
れ
た
の
は
規
則
二
六
�
�
だ
っ
た
。
諮
問
委
員
会
の
記
録

に
よ
れ
ば
、｢

規
則
二
六
�
�
の
改
正
は
、
電
子
的
に
保
存
さ
れ
た
情
報
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
情
報
場
所
の
特
定
、
検
索

そ
し
て
提
供
の
難
し
さ
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た｣

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
規
則
二
六

�
の
最
も
注
目
す
べ
き
改
正
は
、
規
則
二
六
�
�
�
の
追
加
で
あ
っ
た
。
規
則
二
六
�
�
�
は
、
ア
ク
セ
ス
可
能
で
な
い
情
報
の
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
を
調
整
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
規
則
で
は
、
当
事
者
は
、
過
度
の
負
担
や
費
用
の
た
め
に
合
理
的
に

ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
と
確
認
す
る
情
報
源
か
ら
電
子
的
に
保
存
さ
れ
た
情
報
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
強
要
す
る
申
立
て
を
す
る
際
に
、

当
該
情
報
が
過
度
の
負
担
や
費
用
の
た
め
に
合
理
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
示
さ
れ
た

な
ら
ば
、
要
求
当
事
者
が
規
則
二
六
条
�
�
�
の
制
限
を
考
慮
し
て
、
正
当
事
由
を
示
し
て
い
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
そ
の
よ
う
な

情
報
源
か
ら
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
必
要
な
条
件
を
指
定
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
こ
の
新
し
い
規
則
は
い
く
つ
か
の
裁
判
所
で
用
い
ら
れ
る
費
用
転
嫁
テ
ス
ト
か
ら
独
立
し
て
い
る
が
、
諮
問
委
員
会
が
新

た
な
改
正
案
を
起
草
す
る
際
にZ

u
b

u
lak

e

の
よ
う
な
事
件
で
直
面
す
る
困
難
性
が
あ
っ
た
。

当
事
者
ら
は
、
規
則
の
二
〇
〇
六
年
改
正
前
で
さ
え
電
子
的
証
拠
を
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
六
年
改
正
は
、
過
度
の
負
担
や
費
用
の
た
め
に
合
理
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
デ
ー
タ
の
新
し
い
分
類
を
作

り
出
し
た
。
改
正
規
則
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
強
要
す
る
た
め
の
申
立
て
に
基
づ
い
て
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
抵
抗
す
る
情
報
の

保
持
者
は
、
要
求
さ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が

｢

合
理
的
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
な
い｣

こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定

し
た
。
も
し
要
求
さ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が

｢

合
理
的
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
な
い｣

と
い
う
基
準
に
合
致
し
て
い
る
な
ら
ば
、
要

求
当
事
者
は
、
電
子
的
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
に
抵
抗
し
て
い
る
当
事
者
に
提
出
を
強
要
す
る
た
め
に

｢

規
則
二
六
条
�
�
�
の
制
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限
を
考
慮
し｣

、
裁
判
所
に
対
し
て
、
改
め
て
正
当
事
由
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
も
ま
た
、
費
用
転
嫁
を
含
む
条
件

を
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
課
す
こ
と
が
で
き
る
。
新
し
い
規
則
に
お
け
る
当
該
規
則
二
六
条
�
�
�
の
制
限
は
、
一
九
八
三
年
改
正

が
す
べ
て
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
に
課
す
の
と
同
じ
均
整
テ
ス
ト
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
〇
六
年
改
正
の
目
的
が

｢

す
で

に
利
用
可
能
な
も
の
を
越
え
て
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
費
用
と
負
担
に
対
す
る
追
加
的
な
保
護
を｣

規
定
す
る
こ
と
な
ら
ば
、
正
当

事
由
の
基
準
の
追
加
は
、｢

無
意
味
と
思
え
る
く
ら
い
曖
昧
な
も
の｣

で
あ
る
、
と
批
評
家
た
ち
は
考
え
て
き
た

(

�)

。
電
子
的
証
拠
の

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
新
た
な
実
質
的
な
制
約
を
追
加
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
〇
六
年
の
改
正
は
、
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

に
抵
抗
す
る
当
事
者
に
二
つ
の
重
要
な
利
点
を
提
供
し
た
。
ま
ず
第
一
に
、
二
〇
〇
六
年
の
改
正
は
、
い
く
つ
か
の
電
子
的
証
拠
は

規
則
に
お
い
て

｢

合
理
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い｣

と
い
う
考
え
を
埋
め
込
ん
だ
。
も
っ
と
も
、
電
子
的
証
拠
が
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
た
技
術
水
準
自
体
は
急
速
に
変
化
し
て
い
る
。
第
二
に
、
二
〇
〇
六
年
の
改
正
は
、
当
事
者
が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

を
強
要
す
る
た
め
に
正
当
事
由
を
示
し
た
後
で
さ
え
、
裁
判
所
が
電
子
的
証
拠
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
費
用
転
嫁
を
含
む
条
件
を
課

す
こ
と
が
で
き
る
と
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

｢

合
理
的
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
な
い｣

と
い
う
文
言
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
二

〇
〇
六
年
の
改
正
は
裁
判
所
が
自
由
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
伝
統
的
な
原
則
を
再
考
す
る
こ
と
を
誘
因
し
て
い
る

(

�)

。

連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六
条
�
�
で
確
立
さ
れ
た

｢

均
整
テ
ス
ト｣

は
、
電
子
記
録
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
範
囲
を
検
討
す
る
際

に
裁
判
所
に
公
平
な
結
果
へ
到
達
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
す
べ
て
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
事
件
の
一

つ
はT

h
o

m
p

so
n

事
件

(
T

h
o

m
p

so
n

v
.

U
n

ite
d

S
tate

s
D

e
p
’t

o
f

H
o

u
s.

&
U

rb
an

D
e

v
.,

2
1

9
F

.R
.D

.
9

3
(

D
.

M
d
.

2
0

0
3)

.)

で

あ
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
裁
判
所
は
規
則
二
六
�
�
の
均
衡
的
要
因
が
す
べ
て
の
裁
判
所
が
電
子
情
報
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
関
す

る
公
平
な
結
果
に
到
達
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
裁
判
所
は
均
整
の
基
準
は
、
四
つ
の
要
因
か
ら
な
っ
て
い
る
と
判
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断
し
た
、
つ
ま
り

①
求
め
ら
れ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
不
当
に
重
複
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

②
求
め
ら
れ
る
情
報
が
他
の
も
の
か
ら
、
よ
り
簡
単
に
、
よ
り
少
な
い
負
担
ま
た
は
安
価
な
情
報
源
か
ら
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

③
情
報
を
求
め
る
当
事
者
が
す
で
に
情
報
を
入
手
す
る
た
め
の
十
分
な
機
会
を
得
て
い
る
か
ど
う
か
、
お
よ
び

④
提
案
さ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
負
担
や
費
用
が
、
そ
の
利
益
を
上
回
る
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か

(

こ
れ
は
、
事
件
の
必
要

性
、
論
争
の
価
値
、
当
事
者
の
情
報
源
、
訴
訟
に
絡
む
問
題
の
重
要
性
、
そ
し
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
の
重
要
性
、
問
題
解

決
の
重
要
性
を
考
慮
す
る
。)

同
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
要
因
を
評
価
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
に
直
面
し
て
不
満
を
い
う
当

事
者
は
、
要
求
さ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
不
当
な
負
担
や
高
額
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
支
持
す
る
た
め
に

｢

事
実
の
特
殊
事
情｣

を
提
示
す
る
よ
う
に
義
務
付
け
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、T

h
o

m
p

so
n

事
件
で
は
、
裁
判
所
は
テ
ス
ト
の
個
々
の
要
因
を
分
析
す
る

論
点
に
達
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
被
告
が
不
公
平
な
負
担
や
費
用
の
課
題
を
支
持
す
る
証
拠
と
な
る
事
実
を
示
す
た
め
に
詳
し
く

述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
、T

h
o

m
p

so
n

事
件
で
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
規
則

二
六
�
�(

現
在
の
規
則
二
六
�
�
�)

の
下
で
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
が
費
用
転
嫁
の
申
し
立
て
を
解
決
す
る
た
め
の

｢

均
整
テ

ス
ト｣

を
採
用
し
た
と
い
う
事
実
を
阻
む
こ
と
で
は
な
い
。
同
様
に
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
日
の
後
、T

h
o

m
p

so
n

事
件
で
用
い

ら
れ
、｢

均
整
テ
ス
ト｣

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
規
則
二
六
�
�
は
、
規
則
二
六
条
�
�
�
に
な
っ
た

(

�)

。

(

�)
In

re
B

ran
d

N
am

e
P

re
scrip

tio
n

D
ru

g
s

A
n

titru
st

L
itig

.,
2

8
8

F
.

3
d

1
0

2
8
(

7
th

C
ir.

Ill.
2

0
0

2)
.

(

�)
V

lad
V

ain
b
e

rg
,

W
h

en
S

h
ou

ld
D

iscovery
C

om
e

w
ith

a
B

ill?
A

ssessin
g

C
ost

S
h

iftin
g

for
E

lectron
ic

D
iscovery,

1
5

8
U

.
P

A
.

L
.

法と政治 64巻 1号 (2013年 4月)

論

説

70

七
〇



R
E

V
.

1
5

2
3
,

1
5

3
8
.

例
え
ば
、B

y
e

rs

対Illin
o

is
S

tate
P

o
lice

事
件(

B
y
e

rs
v
.

Ill.
S

tate
P

o
lice

,
2

0
0

2
U

.S
.

D
ist.

L
E

X
IS

9
8

6
1
(

N
.D

.

Ill.
M

ay
3

1
,

2
0

0
2)

.)

で
は
、
雇
用
差
別
を
主
張
す
る
原
告
は
、
二
万
ド
ル
か
ら
三
万
ド
ル
の
間
の
費
用
で
、
被
告
の
古
い
電
子
メ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
使
用
許
可
と
再
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
復
元
で
き
る
電
子
メ
ー
ル
を
要
求
し
た
。
原
告
は
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
は
、
そ
の
請
求
を
立
証
す
る
た
め
に
、
特
定
の
人
種
差
別
主
義
者
の
電
子
メ
ー
ル
を
含
む
と
主
張
し
た
。
し
か
し
誰
一

人
と
し
て
立
証
さ
れ
た
電
子
メ
ー
ル
の
存
在
に
つ
い
て
は
証
言
し
な
か
っ
た
。
裁
判
所
は
、
要
求
の
大
き
な
負
担
と
比
較
し
て
、
関
連
す

る
電
子
メ
ー
ル
を
発
見
す
る
可
能
性
を
立
証
す
る
た
め
の
原
告
の
不
可
能
性
に
関
す
る
調
査
に
集
中
し
、
そ
の
結
果
、
原
告
に
す
べ
て
の

復
元
費
用
を
転
嫁
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
件
は
、In

re
B

ran
d

N
am

e

事
件

(
S

ee,
su

p
ra

1
1
.)

の
よ
う
な
、
費
用
転
嫁
を
妨
げ
ら
れ
た
初

期
の
判
決
に
あ
っ
た

｢
自
由
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
原
則｣

を
薄
め
る
複
雑
な
分
析
を
し
たM

cP
e
e

k

事
件

(
S

ee,
su

p
ra

2
.)

の
経
済

学
を
基
に
し
た
見
解
を
具
体
化
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
要
因
に
基
づ
い
た
テ
ス
ト
は
、
極
め
て
重
要
な
事
実
を
見
過
ご
し
て

い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
方
法
は
訴
訟
で
の
非
効
率
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
上
の
利
点
を
提
供
し
て
い
る
た
め
保
護
者
は
特
定
の
デ
ー

タ
保
存
と
検
索
お
よ
び
検
索
方
法
を
選
択
し
た
。
し
た
が
っ
て
保
護
者
は
、
こ
れ
ら
の
非
効
率
的
な
検
索
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
し
、
関
連

す
る
訴
訟
費
用
を
任
意
で
受
け
入
れ
た
。

(

�)
Id

.
at

1
5

3
9
.

(

�)
Id

.
at

1
5

4
0
.

(

�)
F

E
D
.

R
.

C
IV

.
P

.
2

6(
b)(

2)(
C
)
.

W
h

e
n

R
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q
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.

O
n
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o

w
n
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th
e
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rt
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lim
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th
e

fre
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u
e

n
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o
r

e
x

te
n

t
o

f
d
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v

e
ry

o
th

e
rw

ise
allo

w
e

d

b
y

th
e

se
ru

le
s

o
r

b
y

lo
cal
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le

if
it

d
e

te
rm

in
e

s
th

at:

(
i)

th
e

d
isco

v
e

ry
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u
g

h
t
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u

n
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n
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cu
m

u
lativ

e
o

r
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u
p
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o
r

can
b
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o
b
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d
fro

m
so
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e

o
th

e
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so
u
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th

at
is

m
o

re
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n

v
e

n
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n
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le
ss

b
u
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e

n
so

m
e
,

o
r

le
ss

e
x
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e

n
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e
;

(
ii)

th
e

p
arty

se
e

k
in

g
d
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v

e
ry

h
as

h
ad

am
p

le
o

p
p

o
rtu

n
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to
o

b
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th
e

in
fo
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n
b

y
d

isco
v
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ry
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th
e

actio
n
;

o
r

(
iii)

th
e

b
u

rd
e

n
o

r
e

x
p

e
n

se
o

f
th

e
p

ro
p

o
se

d
d

isco
v

e
ry

o
u

tw
e

ig
h

s
its

lik
e

ly
b
e

n
e

fit,
co

n
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e
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g
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e
n

e
e

d
s

o
f

th
e

case
,

th
e
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am
o

u
n

t
in

co
n

tro
v

e
rsy
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th

e
p

artie
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re
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u
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s,
th

e
im

p
o

rtan
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o
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th
e

issu
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s
at

stak
e

in
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e
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an
d

th
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th

e
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v
e

ry
in

re
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g
th

e
issu

e
s.

(
�)

P
atricia

G
ro

o
t,

E
lectron

ica
lly

S
tored

In
form

a
tion

:
B

a
la

n
cin

g
F

ree
D

iscovery
w

ith
L

im
its

on
A

b
u

se,
2

0
0

9
D

U
K

E
L

.
&

T
E

C
H
.

R
E

V
.

2
,

1
3
.

(

�)
Id

.
at

1
5
,

2
5
.

裁
判
所
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
範
囲
を
決
定
す
る
た
め
に
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
適
用
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
数

式
を
基
に
し
た
決
定
に
つ
い
て
は
、B

ills
v
.

K
e

n
n

e
co

tt
C

o
rp

事
件

(
B

ills
v
.

K
e

n
n

e
co

tt
C

o
rp

.,
1

0
8

F
.

R
.

D
.

4
5

9
(

1
9

8
5)

.)

が
あ

げ
ら
れ
る
。
電
子
情
報
の
費
用
配
分
を
決
定
す
る
際
に
裁
判
所
が
重
点
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
複
数
の
要
因
リ
ス
ト
を
集
め
た
裁
判
所
の

有
益
な
初
期
の
例
で
あ
る
。

そ
の
意
見
は
費
用
転
嫁
を
否
定
す
る
際
に
説
得
力
の
あ
る
四
つ
の
要
因
に
言
及
し
た
。

①
全
体
的
な
費
用
が
莫
大
に
な
ら
な
い
こ
と
、

②
費
用
が
被
告
に
対
す
る
も
の
よ
り
原
告
に
対
し
て
の
方
が
よ
り
多
い
こ
と
、

③
費
用
が
原
告
に
と
っ
て
相
当
な
負
担
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て

④
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
を
行
っ
て
い
る
当
事
者
が
、
提
出
さ
れ
る
デ
ー
タ
か
ら
何
ら
か
の
利
益
を
得
る
こ
と
、
で
あ
る
。

B
ill

事
件
に
お
い
て
二
つ
の
追
加
的
で
説
得
力
の
あ
る
要
因
が
熟
慮
さ
れ
た
が
、
そ
の
判
決
要
旨
か
ら
は
除
か
れ
た
。
そ
れ
は
、

①

｢

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
格
納
さ
れ
て
い
る
情
報
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
格
納
さ
れ
て
い
な
い
情
報
と
同
じ
よ
う
に
自
由
に
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
可
能
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
の
で
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
要
求
当
事
者
が
そ
れ
に
関
し
て
不
利
益
を
被
る
べ
き
で
は
な
い
、
そ
し

て
②

｢

要
求
当
事
者
は
通
常
、
自
ら
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
格
納
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
引
き
出
す
た
め
の
最
善
か
つ
最
も
経
済
的
な
立
場
に
あ

る
。｣

後
者
の
二
つ
の
要
因
は
費
用
転
嫁
を
求
め
る
当
事
者
に
対
す
る
推
定
を
示
唆
し
て
い
る
。
多
く
の
裁
判
所
が

R
o

w
e

事
件
、

Z
u

b
u

lak
e

事
件
、
そ
し
て

W
ig

in
to

n

事
件
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
多
要
因
テ
ス
ト
に
従
っ
て
き
た
が
、
い
く
つ
か
の
裁
判
所
は
、

こ
の
よ
う
な
テ
ス
ト
を
拒
否
し
て
い
る
。
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(

�)
R

o
b
e

rt
E

.
A

ltm
an

an
d

B
e

n
jam

in
L

e
w

is,
E

le
ctro

n
ic

D
isco

v
e

ry
Issu

e
:

N
o

te
:

C
ost-S

h
iftin

g
in

E
S

I
D

iscovery
D

isp
u

tes
:

A

F
ive

F
a

ctor
T

est
to

P
rom

ote
C

on
sisten

cy
a

n
d

S
et

P
a

rty
E

xp
ecta

tion
s,

3
6

N
.

K
Y .

L
.

R
E

V
.

5
6

9
.

し
か
し
な
が
ら
、
規
則
二
六
�
�

に
関
す
る
最
も
重
要
な
変
更
点
は
、
規
則
二
六
�
�
�
に
変
更
さ
れ
た
際
の
諮
問
委
員
会
で
の
議
論
で
あ
る
。
同
委
員
会
は

｢

情
報
を
検

索
し
提
出
す
る
た
め
に
応
答
当
事
者
の
費
用
負
担
を
必
要
と
す
る
か
ど
う
か｣

を
決
定
す
る
と
き
に
、
裁
判
所
は
以
下
の
要
因
を
評
価
し

す
べ
き
で
あ
る
と
示
唆
し
た
。

①
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
の
特
異
性
、

②
そ
の
他
の
、
お
よ
び
よ
り
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
情
報
源
か
ら
入
手
で
き
る
情
報
の
量
、

③
関
連
す
る
情
報
を
提
出
す
る
こ
と
が
、
も
は
や
よ
り
簡
単
な
ア
ク
セ
ス
源
で
は
入
手
で
き
な
い
、

④
他
か
ら
得
ら
れ
な
い
情
報
を
、
よ
り
簡
単
な
ア
ク
セ
ス
源
か
ら
見
つ
け
る
可
能
性
、

⑤
重
要
性
と
さ
ら
な
る
情
報
の
有
用
性
に
関
す
る
予
測
、

⑥
訴
訟
に
お
い
て
危
機
に
瀕
す
る
問
題
の
重
要
性
、
お
よ
び

⑦
当
事
者
の
情
報
源
、

で
あ
る
。第

三
章

Z
u

b
u

lak
e

I

お
よ
びIII

で
述
べ
ら
れ
た
七
要
因
テ
ス
ト

(

１)
Z

u
b

u
lak

e
I

で
述
べ
ら
れ
た
七
要
因
テ
ス
ト

ま
ず

Z
u

b
u

lak
e

I
(

�)

で

S
h

ira
S

ch
e

in
d

lin

裁
判
官
は
、
上
記
の
各
々
の
テ
ス
ト
を
修
正
し
た
。
つ
ま
り
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
に

よ
っ
て
ア
ク
セ
ス
可
能
な
デ
ー
タ
を
求
め
る
場
合
、
た
と
え
ば
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
ニ
ア
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ
な
ど

に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
費
用
転
嫁
を
検
討
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
と
考
え
た
。
ア
ク
セ
ス
不
可
能
な
デ
ー
タ
へ
の
デ
ィ
ス
カ
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バ
リ
ー
に
つ
い
て
費
用
転
嫁
が
適
切
か
ど
う
か
決
定
す
る
た
め
に
は
、「
以
下
の
命
令
に
多
か
れ
少
な
か
れ
重
点
を
お
き
、
以
下
の

要
因
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
た
。

し
た
が
っ
て
、Z

u
b

u
lak

e
I

事
件
で
裁
判
所
は
、
以
下
の
要
因
を
含
む
よ
う
にR

o
w

e

事
件
の
方
式
を
改
訂
し
た
。

①
（
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
）
要
求
で
具
体
的
な
関
連
情
報
を
発
見
す
る
た
め
の
範
囲
、

②
他
の
情
報
源
か
ら
の
そ
の
よ
う
な
情
報
の
入
手
可
能
性
、

③
係
争
額
と
比
較
し
た
提
出
に
要
す
る
総
費
用
、

④
各
当
事
者
に
利
用
可
能
な
情
報
源
と
比
較
し
た
提
出
に
要
す
る
総
費
用
、

⑤
管
理
費
用
と
そ
れ
を
行
う
動
機
に
つ
い
て
の
各
当
事
者
の
相
対
的
な
能
力
、

⑥
訴
訟
上
の
争
点
の
重
要
性
、
そ
し
て

⑦
情
報
を
得
る
こ
と
の
当
事
者
の
相
対
的
な
利
益
、

で
あ
る
。

Z
u

b
u

lak
e

I

の
方
式
は
、
絶
対
的
な
条
件
で
は
な
い
が
む
し
ろ
当
事
者
の
情
報
源
に
関
連
し
て
、
提
出
費
用
を
判
断
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、R

o
w

e

の
費
用
転
嫁
推
進
傾
向
を
正
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、Z

u
b

u
lak

e
I

は
、
自
由
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
と
い
う
重

要
な
伝
統
に
十
分
に
同
意
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、In

re
B

ran
d

N
am

e
an

d
B

ills

事
件

(

�)

で
検
討
さ
れ
た
、
費
用
転
嫁
を
広
げ
る

こ
と
に
難
色
を
示
す
こ
と
を
正
当
化
し
た
。
実
際
に
、Z

u
b

u
lak

e
I

の
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
原
則
を
認
め
る
と
思
わ
れ
る

R
o

w
e
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要
因
の
一
つ
を
排
除
し
た
。
す
な
わ
ち
前
の
要
因
の
う
ち
の
第
四
の
要
因
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
応
答
当
事
者
が
情
報
を
保
持
す
る
目

的
を
考
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。
応
答
当
事
者
が
一
方
で
営
業
を
し
な
が
ら
そ
の
間
に
、
デ
ー
タ
を
保
存
し
管
理
す
る
と
い
う
事
実
は
、

応
答
当
事
者
に
復
元
関
連
費
用
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
う
決
定
と
高
い
関
連
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
復
元
費
用

は
日
々
の
営
業
に
お
い
て
シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
利
益
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
多
数
の
事

件
は
、R

o
w

e

ま
た
は

Z
u

b
u

lak
e

I

の
方
式
を
適
用
し
て
き
た
が
、
変
化
す
る
結
果
と
と
も
に
時
々
要
因
の
分
類
を
わ
ず
か
に
変
化

さ
せ
て
い
る
。

S
h

ira
S

ch
e

in
d

lin

裁
判
官
は
、
費
用
転
嫁
テ
ス
ト
を
確
立
す
る
際
に
、R

o
w

e
E

n
te

rtain
m

e
n

t,
In

c.

対

W
illiam

M
o

rris

A
g
e

n
cy

,
In

c.

事
件
で
明
確
に
述
べ
ら
れ
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
費
用
分
担
の
要
因
の
リ
ス
ト(

R
o

w
e

T
e

st)

を
修
正
し
た
。
そ
れ

は

R
o

w
e

で
明
確
に
な
っ
た
要
因
に
従
え
ば
、
応
答
当
事
者
に
有
利
に
働
く
傾
向
が
あ
り
、
要
求
当
事
者
に
頻
繁
に
電
子
デ
ィ
ス

カ
バ
リ
ー
の
費
用
を
転
嫁
す
る
結
果
に
な
る
、
と
い
う
批
判
者
た
ち
の
正
当
な
懸
念
に
応
じ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

Z
u

b
u

lak
e

I

で
明
確
に
述
べ
ら
れ
た
上
記
の
七
要
因
テ
ス
ト
は
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六
�
�
の
均
整
テ
ス
ト
の
適
用
を
電
子
デ
ー
タ
と
の
関

連
で
よ
り
単
純
化
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
従
来
の
費
用
の
推
定
割
合
を
強
化
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

(

�)

(

２)
Z

u
b

u
lak

e
III

で
示
さ
れ
た
具
体
的
費
用
分
担

裁
判
所
が

Z
u

b
u

lak
e

I

お
い
て
説
明
し
た
よ
う
に
、
上
記
七
要
因
の
う
ち
最
初
の
二
つ
の
要
因
は
共
に

M
cP

e
e

k

対

A
sh

cro
ft

で
示
さ
れ
た
「
限
界
効
用
テ
ス
ト
」
を
含
む
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
要
因
は
、
費
用
転
嫁
分
析
で
は
よ
り
重
点
を
お
く
必
要
が
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あ
る
。
そ
れ
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

�

要
求
が
具
体
的
に
関
連
す
る
情
報
を
発
見
す
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
範
囲

本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
文
書
の
要
求
は
、「
原
告
に
関
す
る
Ｕ
Ｂ
Ｓ
社
員
間
の
、
ま
た
は
社
員
に
よ
る
通
信
に
関
す
る
す
べ

て
の
文
書
」
の
要
求
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
あ
と
に
、
五
人
の
従
業
員(

C
h

ap
in

,
H

ard
isty

,
T

o
n

g
,

D
atta

と

C
lark

e)

に
よ

る
一
九
九
九
年
八
月
か
ら
二
〇
〇
一
年
一
二
月
ま
で
の
期
間
に
関
係
す
る
Ｅ
メ
ー
ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
相
対
的
に
限
定
さ
れ
、
的
が

絞
ら
れ
た
要
求
で
あ
り
、
復
元
の
サ
ン
プ
ル
の
結
果
と
し
て
、
事
実
は
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
実
際
に
提
出
し
た
電
子
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
実
証
さ

れ
て
い
る
。

口
頭
弁
論
に
お
い
て
、Z

u
b

u
lak

e
は
六
八
通
の
電
子
メ
ー
ル
（
彼
女
が
受
け
取
っ
た
六
〇
〇
通
の
う
ち
）
を
裁
判
所
に
提
示
し
、

そ
れ
ら
は
彼
女
の
請
求
で
は
、「
こ
の
事
件
に
お
け
る
問
題
と
の
関
連
性
が
高
い
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
女

は
、
提
出
の
費
用
を
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
実
際
に
、
こ
れ
ら
の
電
子
メ
ー
ル
の
再
調
査
で
は
、
そ
れ
ら
が

関
連
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
六
八
通
の
電
子
メ
ー
ル
は
、
七
七
本
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
の
十
分
な

代
表
制
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
の
電
子
メ
ー
ル
はZ

u
b

u
lak

e

の
行
動
に
つ
い
て
の
不
満
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
っ

た
。
同
僚
の

C
lark

e

に
よ
っ
て

(
Z

u
b

u
lak

e

は)

、「
デ
ス
ク
で
、
ひ
ど
く
不
快
な
男
性
に
関
す
る
最
悪
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
従
事
し
て

い
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
し
て
一
連
の
歪
曲
や
非
難
、
及
び
背
後
か
ら
人
を
刺
す
よ
う
な
雰
囲
気
を
い
つ
も
作
り
出
し
て
い

る
よ
う
で
あ
っ
た
。
会
社
の
上
司
の

H
ard

isty

は

Z
u

b
u

lak
e

の
メ
ー
ル
に
は
、C

h
ap

in

の
行
動
に
つ
い
て
の
苦
情
も
あ
っ
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、Z

u
b

u
lak

e

は
、
宣
誓
供
述
書
に
お
い
て
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
従
業
員
が
述
べ
て
い
る
証
言
と
い
く
つ
か
の
電
子
メ
ー
ル
は
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矛
盾
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
六
通
の
電
子
メ
ー
ル
が

Z
u

b
u

lak
e

に
よ
っ
て
選
び
出
さ
れ
た
。
確
か
に
、
電

子
メ
ー
ル
は

C
h

ap
in

と

Z
u

b
u

lak
e

間
の
敵
対
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
こ
れ
を
認
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

裁
判
所
に
提
出
し
た
六
八
通
の
電
子
メ
ー
ル
の
ど
こ
に
も
、
彼
女
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
す
る

Z
u

b
u

lak
e

に
つ
い
て
の

C
h

ap
in

の
嫌
悪
感
を
示
す
証
拠
は
な
い
と
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
求
め
る
デ
ー
タ
を
明
確
化
し
て
示
す
こ
と
な
し
に
復
元
さ
せ
る
費
用
負
担
を
一
律
に
被
告
に
負
わ
せ
る
こ
と
の

問
題
点
が
見
え
て
く
る
。

�

他
の
情
報
源
か
ら
そ
の
よ
う
な
情
報
の
入
手
可
能
性

限
界
効
用
テ
ス
ト
が
も
た
ら
す
他
の
側
面
は
、
そ
の
他
の
情
報
源
か
ら
の
関
連
デ
ー
タ
の
使
用
可
能
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
い
ず

れ
の
当
事
者
も
、
裁
判
所
の
命
令
に
応
答
し
て
提
出
さ
れ
た
六
〇
〇
通
の
電
子
メ
ー
ル
の
何
通
か
が
以
前
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ

て
い
た
。
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
、「
原
告
の
主
張
に
関
連
す
る
か
彼
女
の
事
件
に
関
連
し
た
復
元
電
子
メ
ー
ル
の
ほ
ぼ
す
べ
て
は
、
す
で
に
提

出
さ
れ
た
。」
と
主
張
す
る
。
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
復
元
さ
れ
た
電
子
メ
ー
ル
の
大
多
数
は
、
こ
の
問
題
で
原
告
の
申
立
て
、
ま
た
は
彼
女
の

事
件
に
全
く
関
係
し
な
い
と
し
て
い
た
。
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
、
以
前
に
わ
ず
か
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
電
子
メ
ー
ル
を
提
出
し
た
だ
け
で
あ
っ
た

が
、
今
は
選
択
し
た
五
本
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
か
ら
八
五
三
ペ
ー
ジ
（
六
〇
〇
通
の
応
答
の
電
子
メ
ー
ル
を
含
む
）
を
提
出
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｕ
Ｂ
Ｓ
自
体
は
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六
の
要
件
に
従
っ
て
、
電
子
メ
ー
ル
の
う
ち
こ
れ
ら
八
五

三
ペ
ー
ジ
分
を
提
供
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
た
と
判
断
し
た
。
こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
上
に
か
な
り
の

数
の
応
答
す
べ
き
電
子
メ
ー
ル
が
存
在
す
る
と
い
う
避
け
ら
れ
な
い
結
論
が
導
か
れ
る
。
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二
〇
〇
一
年
八
月
、Z

u
b

u
lak

e

が
最
初
に
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
に
告
訴
し
た
と
き
、
す
べ
て
の
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
従
業
員
に
は
、
彼
女
の
事
件
に

関
す
る
文
書
を
保
存
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
こ
の
指
示
を
受
け
て
、C
h

ap
in

は

Z
u

b
u

lak
e

に
つ
い
て
別
の
フ
ァ
イ
ル
を
保
存

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
初
め
の
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
へ
の
告
訴
の
後
に
送
信
さ
れ
、
そ
し
て
特
に

Z
u

b
u

lak
e

の
報
復
と
い
う
主
張
に
関
連

す
る
特
定
の
電
子
メ
ー
ル
は
、
ま
っ
た
く
保
存
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。C

h
ap

in

が
特
に
事
件
に
関
連
す
る
電
子
メ
ー
ル
を
隠
匿
し
、

削
除
し
た
こ
と
の
い
く
つ
か
の
証
拠
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、C

h
ap

in

か
ら
訴
外
の

Jo
y

K
im

に
宛
て
た

Z
u

b
u

lak
e

へ
の
訴
え
を
ど

の
よ
う
に
提
起
す
る
か
を
示
し
た
Ｅ
メ
ー
ル
は
保
存
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、「
Ｕ
Ｂ
Ｓ
依
頼
人
弁
護
士
秘
匿
特
権

だ
け
」
と
の
見
出
し
が
付
い
て
い
た
。
こ
の
潜
在
的
に
有
用
な
電
子
メ
ー
ル
が
こ
の
よ
う
に
削
除
さ
れ
て
い
た
が
、
し
か
し
唯
一
Ｕ

Ｂ
Ｓ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
上
に
存
在
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
五
本
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
か
ら
提
出
さ
れ
た
数
百
通
の
電

子
メ
ー
ル
は
、
以
前
に
提
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
唯
一
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
か
ら
の
み
入
手
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
電
子
メ
ー

ル
の
内
容
の
い
く
つ
か
は
他
の
情
報
源
か
ら
も
入
手
可
能
で
あ
る
が
、
大
多
数
の
も
の
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
に
し
か
発
見
で
き

な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
電
子
メ
ー
ル
は
そ
れ
を
記
述
し
た
人
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
固
有
の
単
語
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

そ
れ
は
反
対
当
事
者
の
自
白
と
し
て
提
供
さ
れ
た
と
き
、
裁
判
で
特
に
強
力
な
形
の
証
拠
に
な
る
。
文
書
提
出
の
要
求
当
事
者
が

「
当
事
者
の
要
求
ま
た
は
抗
弁
に
関
連
す
る
秘
匿
特
権
で
な
い
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
」
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
公
理
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

要
因
の
①
と
②
に
関
し
て
、Z

u
b

u
lak

e

に
対
す
る
差
別
に
つ
い
て
の
直
接
的
証
拠
は
、
唯
一
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
か
ら
の
復

元
を
通
し
て
の
み
入
手
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
追
加
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
有
用
性
の
効
果
は
か
な
り
高
い
可
能
性
が

あ
っ
た
。
差
別
に
つ
い
て
の
直
接
的
な
証
拠
を
得
る
た
め
の
唯
一
の
手
段
で
あ
る
特
定
の
電
子
メ
ー
ル
に
つ
い
て
の
復
元
を
し
て
い
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る
間
、
そ
の
証
拠
の
存
在
は
ま
だ
憶
測
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、Z
u

b
u

lak
e

は
有
用
性
の
効
果
が
潜
在
的
に
高
い
こ

と
を
実
証
し
た
。
そ
こ
で
裁
判
所
は
、
全
般
的
に
み
て
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が

Z
u

b
u

lak
e

に
対
す
る
費
用
転
嫁
を
正
当
化
す
る
立
証
責
任
を

負
担
す
る
の
で
、
有
用
性
の
効
果
の
テ
ス
ト
は
、
費
用
転
嫁
に
対
し
て
は
少
し
反
対
側
に
傾
く
こ
と
に
な
る
。

な
お
上
記
の
要
因
③
、
④
と
⑤
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、「
一
連
の
要
因
の
二
番
目
は
、
費
用
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
、
す
な
わ

ち
『
こ
の
提
出
に
は
ど
の
ぐ
ら
い
費
用
が
か
か
る
か
？
』
そ
し
て
『
誰
が
そ
の
費
用
を
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
？
』
で
あ
る
」

と
し
た
。
つ
ま
り
、
以
下
の
よ
う
な
具
体
的
な
金
額
に
つ
い
て
の
考
慮
を
し
た
。

(

１
）
提
出
に
か
か
る
総
費
用
と
論
争
と
の
比
較

Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
五
本
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
を
復
元
す
る
た
め
に
一
万
一
、
五
二
四
・
六
三
ド
ル
ま
た
は
テ
ー
プ
一
本
当
た
り
二
、

三
〇
四
・
九
三
ド
ル
を
費
や
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
残
っ
て
い
る
七
二
本
の
テ
ー
プ
を
復
元
す
る
総
費
用
は
一
六
万
五
、
九
五
四
・

六
七
ド
ル
と
推
定
す
る
。
原
告
は
、
合
理
的
な
費
用
は
、
前
の
費
用
が
ど
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
か
に
応
じ
て
、
一
五
二
七
万
一
、

三
六
一
ド
ル
と
一
万
九
、
二
二
七
・
三
六
一
ド
ル
の
間
で
あ
る
と
答
え
た
。
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
、
費
用
が
一
二
六
万
五
、
〇
〇
〇
ド
ル
に
達

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
回
答
し
た
。
明
ら
か
に
、
原
告
と
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
間
で
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
。

(

２
）
管
理
費
用
に
対
す
る
両
当
事
者
の
相
対
能
力
と
、
そ
れ
を
行
う
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
の
復
元
は
、
外
部
の
ベ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
ベ
ン
ダ
ー

の
選
択
を
越
え
た
完
全
な
支
配
権
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
は
比
較
的
よ
く
整
理
さ
れ

て
い
た
、
つ
ま
り
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
ど
の
よ
う
な
電
子
メ
ー
ル
が
各
々
テ
ー
プ
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
し
た
が
っ
てZ

u
b

u
lak

e

が
彼
女
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
の
費
用
を
削
減
す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
他
に
何
も
な
か
っ
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た
。Z

u
b

u
lak

e

は
す
で
に
目
標
と
す
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
を
行
っ
て
お
り
、
サ
ン
プ
ル
テ
ー
プ
の
復
元
は
、
彼
女
が
そ
の
要

求
を
縮
小
す
る
た
め
に
有
効
に
な
っ
て
い
な
い
。

つ
ぎ
に
、
六
つ
目
の
要
因
で
あ
る
、
訴
訟
に
お
け
る
重
要
な
問
題
の
重
大
さ
に
つ
い
て
、
職
場
で
の
差
別
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

こ
の
事
件
は
、
深
刻
な
問
題
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
珍
し
い
も
の
で
な
い
。
差
別
の
主
張
が
一
般
的
で
あ
り
、
差
別
が
重
要

な
問
題
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
訴
訟
は
、
特
に
新
し
い
問
題
を
提
示
し
て
い
な
い
。
裁
判
所
が
こ
の
差
別
事
件
で
費
用
転
嫁
分
析
に

重
点
を
お
く
た
め
に
十
分
に
重
要
な
問
題
点
を
検
討
し
て
い
た
な
ら
ば
、
訴
訟
上
の
重
要
さ
と
重
大
さ
と
い
う
要
因
は
事
実
上
無
意

味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
要
因
は
中
立
的
な
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
七
つ
目
の
要
因
で
あ
る
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
当
事
者
へ
の
相
対
的
な
利
点
に
つ
い
て
、

Z
u

b
u

lak
e

は
こ
れ
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
の
復
元
に
つ
い
て
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
潜
在
的
利
益
、
特
に
、
中
間
判
決
ま
た
は
事
実
審

理
で
実
益
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
証
拠
を
入
手
す
る
機
会
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
確
か
に
、
裁
判
所
の
命
令
が
な
け
れ
ば
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ

は
、
独
自
の
意
思
で
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
の
い
ず
れ
も
復
元
を
お
こ
な
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
要
因
に
基

づ
く
限
り
被
告
へ
の
費
用
転
嫁
に
賛
成
と
い
う
評
価
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
要
因
の
①
か
ら
④
ま
で
原
告
へ
の
費
用
転
嫁
に
対
し
て
多
少
肯
定
的
で
あ
る
。
要
因
⑤
と
⑥
は
中
立
で
あ
り
、

要
因
⑦
は
被
告
へ
の
費
用
転
嫁
に
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
要
因
リ
ス
ト
は
集
計
し
加
算
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
目
安
に
と
ど
ま
る
。
な
ぜ
な
ら
要
因
の
い
く
つ
か
は
、
費
用
転
嫁
に
対
し
て
そ
れ
を
削
減
す
る
こ
と
も
あ
る
。
特
に
継
続
的

な
提
出
は
価
値
あ
る
新
し
い
情
報
を
提
出
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
そ
の
費
用
の
大
半
を
払
う
べ
き
で
あ
る
が
、
い
く

つ
か
の
原
告
へ
の
費
用
転
嫁
は
こ
の
事
件
で
は
適
切
で
あ
る
。
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
上
で
の
み
使
用
可
能
で
あ
る
場
合
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に
は
、
明
ら
か
に
関
連
性
あ
る
証
拠
で
あ
る
。
し
か
し
、Z

u
b

u
lak

e

は
そ
れ
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
上
に
不
可
欠
な
証
拠
が

あ
る
と
は
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

次
の
問
題
は
、Z

u
b

u
lak

e

に
転
嫁
す
べ
き
費
用
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
で
あ
る
。
正
確
な
配
分
は
上
記
で
議
論
し
た
七
要
因
の

数
学
的
帰
結
と
い
う
よ
り
も
、
判
断
や
公
平
性
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
し
ま
う
の
で
は
、
筋
が
通
ら
な
い
。
七
要
因
テ
ス
ト
で
は
、

Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
不
当
に
大
き
な
支
払
い
を
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
た
め
に
、Z

u
b

u
lak

e

に
割
り
当
て
ら
れ
る
割
合
は
、
五
〇
％
未
満
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
告
に
費
用
負
担
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
請
求
す
る
訴
訟
当
事
者

(

原
告)

の
権
利
を
失
望
さ
せ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、Z

u
b

u
lak

e
へ
の
二
五
％
の
割
り
当
て
は
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
。

最
後
の
問
題
は
、
こ
の
結
果
は
提
出
に
つ
い
て
の
全
体
の
コ
ス
ト
に
適
用
す
べ
き
か
、
ま
た
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
を
復
元
す

る
費
用
だ
け
に
適
用
す
べ
き
か
で
あ
る
。

(
�)

一
般
的
な
ル
ー
ル
と
し
て
、
原
告
へ
の
費
用
転
嫁
が
適
切
で
あ
る
場
合
は
、
復
元
お
よ
び

検
索
の
費
用
の
み
が
転
嫁
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
復
元
は
ア
ク
セ
ス
不
能
な
も
の
を
ア
ク
セ
ス
可
能
に
す
る
行
為
で
あ

る
。
そ
の
「
特
別
な
目
的
」
ま
た
は
「
特
別
の
ス
テ
ッ
プ
」
は
費
用
転
嫁
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
。
検
索
費
用
も
ま
た
転
嫁
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ら
が
復
元
手
続
き
と
密
接
に
絡
み
合
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ク
セ
ス
可

能
な
形
式
に
変
換
さ
れ
た
時
に
は
、
応
答
当
事
者
が
電
子
デ
ー
タ
を
検
討
し
、
提
出
す
る
費
用
を
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
二

つ
の
理
由
か
ら
支
持
で
き
る
。
第
一
に
、
応
答
当
事
者
が
文
書
の
検
討
に
つ
い
て
の
費
用
を
支
配
す
る
た
め
の
排
他
的
な
能
力
を
持
っ

て
い
る

(

�)

こ
と
で
あ
る
。
応
答
当
事
者
は
一
方
的
に
再
検
討
の
手
順
を
決
定
す
る
。
電
子
デ
ー
タ
を
再
検
討
す
る
と
き
は
、
そ
の
再
検

討
は
、
一
連
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
を
実
施
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
文
書
か
ら
範
囲
を
指
定
し
て
も
よ
い
。

確
か
に
、
文
書
を
多
用
す
る
訴
訟
を
始
め
る
多
く
の
当
事
者
は
、
不
注
意
に
提
出
さ
れ
た
秘
匿
特
権
文
書
を
返
還
さ
せ
る
た
め
の
合
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意
を
当
事
者
間
に
可
能
に
す
る
「
ク
ロ
ー
バ
ッ
ク
」
合
意(

C
law

b
ack

A
g

re
e

m
e

n
ts)
(

�)

と
呼
ば
れ
る
合
意
を
取
り
結
ぶ
。
こ
こ
で

本
件
で
は
当
事
者
は
残
り
七
二
本
の
テ
ー
プ
に
関
し
て
そ
の
よ
う
な
合
意
に
達
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
せ
ず
、
そ
れ
に
関
し

て
弁
護
士
・
依
頼
人
特
権
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
テ
ー
プ
を
再
検
討
す
る
費
用
を
逃
れ
た
。

第
二
に
、
復
元
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
提
出
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
費
用
を
原
告
に
も
シ
フ
ト
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
費
用

転
嫁
分
析
の
性
質
を
誤
解
す
る
。
費
用
転
嫁
が
ア
ク
セ
ス
不
可
能
な
（
そ
う
で
な
け
れ
ば
発
見
可
能
な
）
デ
ー
タ
に
の
み
適
用
す
る

と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
い
っ
た
ん
デ
ー
タ
が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
形
式
で
復
元
さ
れ
た
こ
と
や
、
検
索
さ
れ
た
応
答
文
書
に
つ
い
て

は
、
必
ず
し
も
そ
う
い
う
転
嫁
の
結
果
を
招
来
し
な
い
し
、
も
は
や
費
用
転
嫁
に
適
応
し
な
い
。
そ
れ
は
常
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
っ

た
が
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
独
自
の
費
用
で
デ
ー
タ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
疑
い
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

確
か
に
、
こ
れ
は
ま
さ
に
、
特
定
の
電
子
メ
ー
ル
が
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
光
デ
ィ
ス
ク
シ
ス
テ
ム
に
保
管
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
てZ

u
b

u
lak

e
I

で
裁
判
所
が
命
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
に
保
存
さ
れ
た
文
書
は
、
誰
も
キ
ー
や
ダ
イ
ヤ
ル
錠
を
持
っ
て
い
な
い

高
機
能
の
金
庫
に
閉
じ
込
め
た
紙
の
記
録
に
例
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
費
用
は
面
倒
な
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
い
く
つ
か
の
事
件
で
は
、
要
求
当
事
者
が
そ
の
金
庫
へ
の
侵
入
の
コ
ス
ト
を
分
割
す
べ
き
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
い
っ
た
ん
金
庫
が
開
か
れ
た
ら
、
そ
の
中
で
見
つ
か
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
提
出
は
応
答
当
事
者
だ
け
の
責
任
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
失
っ
た
、
ま
た
は
ア
ク
セ
ス
不
可
能
な
情
報
を
再
構
築
す
る
こ
と
を
、
次
第
に
訴
訟
当
事
者
に
許
可
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
い
っ
た
ん
ア
ク
セ
ス
可
能
な
形
式
に
復
元
さ
れ
た
な
ら
ば
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
通
常
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
を
復
元
す
る
た
め
の
費
用
は
Ｕ
Ｂ
Ｓ
と

Z
u

b
u

lak
e

の
各
々
に
対
し
て
、
七
五
％
と

二
五
％
に
配
分
す
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
す
べ
て
の
費
用
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
よ
っ
て
単
独
の
費
用
負
担
と
さ
れ
た
。
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.D
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2
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0
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2
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S
.D

.N
.Y

.
2

0
0

3)
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(

�)

必
ず
し
も
違
い
は
理
論
的
で
は
な
い
。
残
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
テ
ー
プ
を
復
元
し
、
検
索
す
る
た
め
の
推
定
の
費
用
は
一
六
万
五
、

九
五
四
・
六
七
ド
ル
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
を
提
出
す
る
た
め
の
推
定
さ
れ
る
費
用
は
二
七
万
三
、
六
四
九
・
三
九
ド
ル
で

あ
り
、
一
〇
万
七
、
六
九
四
・
七
二
ド
ル
の
違
い
が
あ
る
。

(

�)

こ
の
事
件
で
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
、
時
給
四
一
〇
ド
ル
の
費
用
で
秘
匿
特
権
の
再
検
討
を
行
う
た
め
に
最
高
ク
ラ
ス
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

法
律
事
務
所
の
シ
ニ
ア
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
を
雇
う
と
決
め
た
。
し
か
し
、
実
は
そ
の
仕
事
は
一
年
目
の
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
ま
た
は
契
約
弁
護
士

に
よ
っ
て
、
は
る
か
に
低
い
レ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
っ
た
。
同
様
に
時
給
一
七
〇
ド
ル
よ
り
も
低
額
の
パ
ラ
リ
ー
ガ
ル
の
援
助

を
得
た
可
能
性
も
あ
っ
た
。

(

�)

ク
ロ
ー
バ
ッ
ク
合
意
に
つ
い
て
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六
�
�
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
間
、
弁
護
士
・
依
頼
人
間
秘
匿
特
権
ま

た
は
ワ
ー
ク
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
文
書
を
不
注
意
に
提
出
し
た
提
出
当
事
者
が
、
受
領
当
事
者
に
秘
匿
特
権
請
求
に
つ
い
て
通
知
し
う
る
こ
と

に
同
意
す
る
こ
と
を
両
当
事
者
に
許
諾
す
る
手
続
き
を
規
定
し
て
い
る
。
通
知
後
、
受
領
側
の
弁
護
士
は
、
特
定
さ
れ
た
情
報
を
、
返
却
、

保
管
ま
た
は
破
棄
し
、
他
者
に
渡
っ
た
コ
ピ
ー
を
取
り
返
え
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
特
権
権
請
求
が
解
決
さ
れ
る
ま
で
、
当
該
秘

匿
Ｅ
Ｓ
Ｉ
を
使
用
ま
た
は
開
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
以
前
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
関
す
る
費
用
は
応
答
当
事
者
が
全
て
費
用
を
負
担
し
、
開
示
す
る
こ
と
が
当

法と政治 64巻 1号 (2013年 4月)

Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
け
る
費
用
分
担
の
問
題

83

八
三



然
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
訴
訟
当
事
者
の
公
平
さ
と
い
う
点
か
ら
、
当
然
の
こ
と
だ

と
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
と
く
に
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
問
題
が
顕
著
に
な
っ
て
か
ら
は
、
一
連
の
判
決
に
よ
り
両
当
事
者
に
ど

の
よ
う
に
費
用
分
担
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
裁
判
所
は
様
々
な
要
因
を
構
成
し
、
対
応
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
ア
ク
セ
ス
困
難
な
情

報
の
開
示
に
つ
い
て
は
、
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
判
決
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
困
難
な
情
報
に
関
し
て
は
、
開

示
す
る
た
め
の
費
用
を
応
答
当
事
者
に
も
要
求
当
事
者
に
も
一
部
負
担
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
両
当
事
者
共
に
ア
ク
セ
ス
困
難

な
情
報
に
関
し
て
は
、
両
者
で
そ
の
費
用
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
目
的
達
成
に
と
っ
て
是
か
非
か
は

疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Z
u

b
u

lak
e

判
決
は
、
削
除
文
書
の
復
元
の
た
め
の
費
用
転
嫁
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
各
企
業
に
対
し
て
文
書
保
存
方
法
、
期
間
、

破
棄
方
法
に
つ
い
て
の
対
応
を
厳
密
に
す
る
必
要
性
を
問
う
て
い
る
と
い
う
点
で
非
常
に
興
味
深
い
事
例
で
も
あ
る
。

企
業
が
扱
う
電
子
情
報
の
量
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
い
ざ
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
巻
き
込
ま
れ
て
か
ら
で
は
遅

く
、
日
頃
か
ら
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
し
、
コ
ス
ト
面
の
増
大
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
へ
の
対
応
を
戦
略
的
に
考

え
る
必
要
性
が
あ
る
。

な
お
本
稿
で
は
、
費
用
転
嫁
の
命
令
が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
違
反
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
機
能
す
る
意
味
で
の
分
析
は
行
わ
な
か
っ

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
回
の
課
題
と
し
、
一
連
の

Z
u

b
u

lak
e

判
決
の
ま
と
め
と
し
て
、
不
利
益
推
定
説
示
の
問
題
に
つ
い
て

考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。

以
上
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Issue of the Cost-Shifting in E-discovery :

Centering around Zubulake Judgment I, II and III

Harumi TAKEBE

This article discusses the issue of cost shifting in the disclosure of elec-

tronic information (E-discovery). Formerly and conventionally, with re-

spect to acquisition of copy of information from other party in discovery, the

cost for that purpose has been assumed to be borne by the requesting party.

However, in regard to the today’s business practice, it becomes custom to

communicate and store an electronic information and thus it is requested

more in discovery to disclose the data and documents stored in the form of

electronic information than written paper product retained in file cabinets.

In addition to that, disclosure of electronic information in discovery is more

requiring considerable costs to both parties. Especially, expensive costs in-

clude such as retrieving information from the backup, copying data (mirror

image) stored in the hard stored disk, and even retrieving the discarded

data.

The issues here are which party, a requesting party or a producing party,

should bear the cost and, if either party is to be borne, then how the court

should determine the appropriate price or percentage of the actual cost.

The sudden increase of the electronic discovery which charged higher

prices in the middle of 1990’s made this type of issues appeared in the pres-

ence of a district judge or a magistrate judge in lower courts. They have

begun to exercise the power under Federal Rules of Civil Procedure 26 (c)
in sequence to assign a part to costs to the requesting party. In other words,

the district courts have imputed costs to the party whom discovery was de-

manded from and after Federal Rules of Civil Procedure 26 (c) enacted “an

equity event” to provide an expectancy of the traditional discovery which

each party of the suit pays one’s own discovery costs with exception.

For that procedure, in the lower courts, they have developed several “ana-

lytical framework” for scrutinizing the initial issues. The approach of the
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“analytical framework” shall be assorted into four major categories : (1) The

“marginal utility test” that was established in the case of McPeek vs.

Ashcroft ; (2) the “Rowe test” in Rowe Entm’t, Inc. vs. William Morris

Agency, Inc.; (3) the “Zubulake test” introduced in this article and (4) the

following electronic discovery amendment of Federal Rules of Civil

Procedure in 2006 and the application of the seven factors for the cost-

shifting outlined in the Advisory Committee records for Federal Rules of

Civil Procedure 26(b)(2).
Now, as the center of important decision in this regard, I would like to

analyze the issues of cost-shifting in E-discovery by focusing upon the court

decisions shown in the judgments of Zubulake v. UPS, I, II and III.

Accordingly, in the first chapter, I discuss the issue of E-discovery and de-

scribes factual background of the Zubulake case, in the second chapter, ex-

amine the cost sharing in discovery before Zubulake ruling, in the third

chapter, analyze the “Seven Factors Test” in Zubulake I and III, and try to

conclude. The scope of the analysis and discussion in this article is limited

to the cost-shifting for litigation issue. The article has following structure :

Introduction

Chapter1 : On the issue of discovery and introduction the Zubulake case

(1) The facts of the judgment on the merits of a case

(2) Issues

(3) Decision

Chapter2 : The analysis of cost sharing in discovery before Zubulake ruling

(1) “Marginal Utility test” in McPeek vs. Ashcroft

(2) “Rowe test” in Rowe Entm’t, Inc. vs. William Morris Agency,

Inc.

(3) “Proportionality test” in Federal Rules of Civil Procedure

26(b)(2)
Chapter3 : Seven factors test in Zubulake I and III

(1) Seven factors test in Zubulake I

(2) Specific Cost-shifting indicated by Zubulake III

Conclusion




